


現在本町は、大量定年期に差し掛かっている。土木や、建築、獣医師などの専門職
に加え、これからの時代を考え、農林業のエキスパートの雇用も必要なのでは。
また、年代構成にも偏りがみられる。様々な事業展開を考えると、年代の是正も
必要なのではないか。　(質問年月日）平成30年３月８日議会

【当時の答弁内容】
建設・建築は専門職がいる。職員の年齢構成がいびつにならないよう定年時などに
考慮する。農林に関しては、どのような専門職が必要かを精査し、検討していく。
(看護師)資格、報酬、地域を考え募集していく。
(ヘルパー)これまで解決していないのが不思議である。解決に向かい努めていく。

【現在】
30年度は、採用試験を４月、７月、９月の３回実施した。専門職では、土木について
実施（合格者なし）。
一般職では３名（うち1名社会人枠）看護職は３名、臨床検査技師1名、建築に関し
ては、将来的には外注も考えられる。
獣医師に関しては、現在の労働環境などの改善に努める。県などとの調整も必要
だが、基本的には基幹産業として維持していく。農林業に関しては、農業改良普及
センター・林業技術センター・ＪＡ・森林組合の他、独自の取り組みが良いのかも
含め検討。今後も、適宜、適期に採用すべく努力していく。
ヘルパーについては、鋭意努力中である。

黒田 仁志 議員
（６番）

宮崎大学農学部
藤掛 一郎 教授

町は？ チェック!!

ヤマダカレハの被害木は、ホダ木として利用出来るのか伺う。
(質問年月日）平成29年12月７日議会

【当時の答弁内容】
平成27年に食害確認以来、防除対策をした。本年３月
に、県林業センター・森林組合と共同で植菌したが、結
果は来年秋以降になる。

【現在】
現在、宮崎県林業技術センターにおいて食害原木を用
いたシイタケ収量比較試験を継続している。その途中
経過の結果については、次のとおりである。
＊乾しいたけの原木栽培での収量を比較するには、通
常、４シーズン（ほだ木１代）程度の状況を調査する必
要がある。
＊今回は、１シーズン目（１歳ほだ木）の結果であり、
今後も試験を継続し、シイタケ子実体の収量を調査し
ていくこととしている。
＊今回の結果について、被害木（Ａ区、Ｂ区）のシイタ
ケ子実体の乾重量及び発生数は、健全木（Ｃ区）に対
し、約７～８割であった。

富井 裕瑞 議員
（７番）

中野 惣一さん
（西郷地区）

町は？

チェック!!

椎茸価格が低迷してい
る中で、被害木が混ざっ
てしまうのではないか
心配です。合同の原木活
着検査があるので、注視
したい。

林業職は市町村森林経
営計画の認定や伐採届
の受理、林地台帳整備な
どより深い専門性を
もって行うべき業務が
増えている。森林環境譲
与税をより有効に使う
ためにも、専門的な人材
を確保することが効果
的ではないかと考えら
れる。
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　議会改革の一環として、過去の一般質問について追跡調査を行いました。
　当時の一般質問に対してなされた執行部の答弁が実行されているのか、検討はなされているのかなど議会の
監視機能として調査を行いました。
　今回は、前号のつづき議席順から６名の議員の追跡調査を掲載します。

議会改革を一歩ずつ！
一般質問のその後はどうなっているの？（後編）

美郷町議会だより



行政の行事や、三地区の祭などすべての行事が表示された美郷町独自のカレン
ダーを作成してみたらどうか伺う。　(質問年月日）平成30年６月11日議会

【当時の答弁内容】
町や地域の行事などについては防災無線で常に流し
ているし、ホームページやインターネットで表示して
いるので、カレンダー作成については、考えていない。
しかし、北郷地区が現在実施している月間行事予定表
は検討しても良い。

【現在】
北郷地区で毎月発行している「いすず」を参考とし、西
郷・南郷地区における住民へお知らせする各課の所管
行事等を調査しながら発行を検討してきた。検討の結
果、町民が求める情報は様々な媒体で詳細に周知され
ているため「いすず」のような紙ベースの情報誌を西
郷・南郷地区に発行することが特に住民サービスの向
上に繋がらないと判断し実施不可としました。ただ
し、各課の主要な行事については広報「みさと」に令和
元年８月号から毎月掲載していきたい。

森田 久寛 議員
（８番）

森田 信光さん
（西郷地区）

若田 和人さん
（南郷地区）

町は？

チェック!!

諸塚村の方々と行事に
参加する機会がありま
す。日程を決める時、い
つも諸塚村独自の、カレ
ンダーを持参し決めて
います。美郷町にも年間
行事を示したカレン
ダーがあるといいです
ね。

ふるさと納税で先行し
ている都城市、都農町の
年間のふるさと納税額
は70数億円と羨ましい
金額を達成している。美
郷町とは大きな差が付
いてしまっていること
に、大変、驚いている。美
郷町を知ってもらうた
めにも大いに頑張って
もらいたいです。

【当時の答弁内容】
各地域の実施状況等を検証しながら、また指導員確保等の
体制等を整えた上で早急に検討して、出来たら来年４月か
ら進めたい。

【現在】
平成30年度より長期休業期間中（夏休み・冬休み・春休
み）は１年生～３年生までを対象に学童保育を実施する
ようになった。ただし、定員20名に満たない場合は４年
生以上も預かるようにしている。

園田 義彦 議員
（９番）

子育て奮闘中のママさんたち
（南郷地区）

町は？ チェック!!
チェック!!

仕事で家に誰もいない家庭が多く、自宅にて一人で過
ごさせるには不安。６年生までは部活動もなく、日中を
過ごさなければならないので、学童が利用できること
を求める。実際、こういう行き場の内子ども達（４～６
年生）が10人ほどはいると思う。

北郷では夏、冬、春休み期間中に１年生から
６年生までを預かる児童クラブが実施され
ている。一方、西郷及び南郷では夏休み期間
中に１年生から３年生までしか預かってい
ないこと、また冬、春休み期間中は実施をし
ていない。一本化に統一した手厚い子育て支
援が必要と思われるが考えを伺う。
（質問年月日）平成29年９月４日議会

【当時の答弁内容】
さとふる等のポータルサイトの中で頑張
りたいが農家が儲かれば良いと考える。返
礼品を充実して、議員と協議しながら一番
良い方法で進めたい。

【現在】
平成31年４月１日に専任担当者を置き、
目標額1億円を設定し執行中。

那須 富重 議員
（10番）

町は？

都農町のこれまでの
ふるさと納税額が
136億円、美郷町は
2,596万円で大きな
差が出ている。いつま
で続く制度かわから
ない。町長肝いりで取
り組む必要が有ると
考えるが如何か。
（質問年月日）
平成30年９月４日議会

33 美郷町議会だより
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聞いてみました
～農業委員との意見交換会「耕作放棄地と遊休地の現状について」～

　山積する農業の課題の中で今回は「耕作放棄地と遊休地の現状について」について説明を受け、実情
を伺いました。以下は主な意見の抜粋です。

菊田委員　�農地は貸し手はいても借り手がいない。後継者育成については議会の中でも協議してもらっ
ているが、育っていない。具体策が無い状態。

黒木委員　�ブロイラーをする農地を世話して欲しいという人がいても、買いたくても手に入らない状況
もある。

中野委員　今は担い手がいても、5年後・10 年後耕作者がいるかどうか。対応策はどう考えているか。�
中田委員　�農家に後継者がいない。10 年先には作物を作る人がいない。補助があっても、する人がいな

ければ何もならない。農業委員も非常に心配している。
柳田委員　�農地中間管理機構は出し手と借り手が決まった状態でないと、預かってもらえない。農業法

人がないと農地を守るのは難しいのではないか。
林田委員　�現実的に借り手がいないと、耕作放棄地が増えていくのは目にみえている。
菊池委員　�受託しているが、機械の更新に多額のお金がかかる。組織でやっていけるような仕組み作り

が必要。 平成30年度 耕作放棄地全体調査の概要（ha）

区分 調査面積

地域

面積

南郷

415.2

西郷

528.7

北郷

335.2

計

1279.1

耕作放棄地

南郷

4.8

西郷

3.8

北郷

4.0

計

12.6

様々なご意見をいただき、ありがとうございました。

今回意見を伺った農業委員の皆さん

白血病患者が骨髄移植を望む場合、ドナー（提供者）は検査、入院等で１週間程度
仕事を休む必要がある。この間の経済的負担軽減に対し、奨励金の交付はできな
いか。　(質問年月日）平成29年９月５日議会

【当時の答弁内容】
県内ではえびの市、都城市、三股町で行われている。
今後実施の方向で検討する。

【現在】
全国でも話題となっており、必要な対策と考えており
ます。国全体の問題ととらえ、町長を始め関係各課で
国・県に働きかけたい。

甲斐 秀徳 議員
（11番）

町は？チェック!!

がん患者の一人として。明日の命も分からな
い方をすくうための骨髄移植ドナー、今一番
の治療法であります。仕事を休んでまで白血
病を支えておられます、そういった多くの
方々が患者を救済できるような条例が早くで
きますように願っております。（匿名）
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　令和元年第２回定例会が、６月７日から 13 日までの７日間、開催されました。
　税条例や公の施設条例の改正議案のほか、平成 31 年度の補正予算等が上程されました。

国保税条例　１世帯当たり1,721円　
引き上げ改正を可決

第２回定例会

美郷町議会だより

一般会計　1億2,484万円の増額補正予算を可決
　ー低所得者・子育て世帯へのプレミアム付き商品券を発行へー

【議案の主な内容】
◎国保税を１世帯あたり1,721円引き上げる改正を可決
　議案第40号 「国民健康保険税条例の一部を改正する条例」　

　世帯数及び被保険者数が減少するなかでの予算額確保の理由により、1世帯当たり保険税額 1.09%増、
１人当たり保険税額 2.17％増の改正案を全員一致で可決しました。
　美郷町の医療費については、町が試算した平成 30 年度の医療費は県内第１位であり、上昇幅は 2.1％
の伸び率となっています。

【主な補正予算の内容】※単位は万単位で、四捨五入しています。 
◎消費税 10％引き上げの影響緩和策　プレミアム付き商品券発行  
　�経済の押し上げ効果と地域振興を目的とした国の補助事業です。
　発行に係る臨時職員賃金や、印刷製本費、換金事務の委託料など 1,579 万円の事業となっています。
　●購入対象者
　　① 2019 年度　住民税非課税者
　　　（住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族・生活保護被保護者等を除く。）
　　②学齢 3歳未満の子が属する世帯の世帯主
　●購入限度額
　　（１）①の該当者：券面額２万５千円（販売額：２万円）
　　（２）②の該当者：券面額２万５千円（（販売額：２万円）×３歳未満の子の数）

◎神門へき地保育所調理場を改修へ 　施設改修設計委託料49万円 
　�　現在、神門へき地保育所は３歳以上の児童は弁当給食となっているため、保護者の負担軽減・町内
保育所の保育環境統一を図るため、給食室改修に係る設計業務委託料が計上されました。
　　いち早い町内の保育環境の統一が望まれます。

美郷町の世帯数
（2,638世帯）被保険者数

世帯数

平成30年度

1,722人

1,074世帯

平成31年度

1,671人

1,053世帯

増　減

△51人

△21世帯

伸び率

△3.0％

△2.0％

１世帯
当たり
保険税

１人
当たり
保険税

平成30年度

157,382円

104,298円

平成31年度

159,103円

106,564円

差　額

1,721円

2,266円

差（％）

1.09％

2.17％

国保
世帯数
1,053

それ以外の
世帯
1,585

普通世帯
359

軽減世帯
694
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◎人口減少対策やふるさと納税に係る事業  
　平成 31 年４月１日に設置された政策推進室の予算も計上されました。
　事業内容は以下の通りで、スピーディーな事業展開が望まれます。

●空き家等の購入及びリフォームに要した経費補助　300 万円
●�ＵＩＪターン支援事業補助金…東京 23 区在住又は在勤者が美郷町へ移住し、県のマッチング支援の
対象となる事業所などに就業した場合に支援金を支給　300 万円�
●美郷町商品カタログ（ふるさと納税）作成デザイン・印刷製本　164 万円
●ふるさと納税運用システム導入委託料・保守管理委託料
　�寄付者の情報、入金確認、寄附金受領書の発行、ワンストップ特例申請受付及び返礼品発送確等の管
理を効率的に行うためのシステム　127 万円

◎南郷地区における駐車場用地取得　1,669万円 
　現在、年間 31 万 5 千円で賃貸借契約を結んでいる百済の里中核施設駐車場用地（1,484 ㎡）を取得す
る補正予算が計上されました。駐車場としてのみならず、イベント会場としても使用されているほか、
町道部分として併用可能な用地を含んでいるため、用地買収を行いたいとの説明を受け、賛成多数で一
般会計補正予算を可決しました。

各課の債権管理状況を確認　今後も継続審査とすることで決定
　４月 18 日（木）、５月 22 日（水）債権管理条例にかかる総務厚生常任委員会・文教産業常任委
員会の連合審査を行いました。
　４月 18 日には税務課より条例についての説明を受け、５月 22 日は教育課、地域包括医療局が
抱える私債権について現状の説明を受けました。債権は職員の努力により着実に減少しているこ
とを確認し、今後も継続して債権回収に努めるようお願いしました。
　６月定例会では、今後も引き続き各課の聞き取り調査等を連合審査で行う必要があるとの判断
から、継続審査とすることに決定しました。

※議案一覧・議決結果はホームページからもご覧になれます。

　　　【主な反対討論の内容】
この駐車場が無くても他にも駐車場が潤
沢にある。また、価格が適正なのか疑問
に思う。

反対 賛成　　　【主な賛成討論の内容】
原形復旧して相手方へ戻しても、多額の費用
がかかるし、将来、耕作放棄地にもなりかね
ず景観を損ねることも考えられる。又、当時
の売買価格からすると適正である。

近隣地における
平成16年土地評価鑑定

11,000円／㎡

※甲斐秀徳議員は議長であるため表決には加わりません。

賛否一覧　●反対

議席

反対

氏

　名

１

●

山
本

　文
男

２

中
嶋
奈
良
雄

３

山
田
恭
一
郎

４

川
村

　義
幸

５

川
村

　嘉
彦

６

黒
田

　仁
志

７

富
井

　裕
瑞

８

森
田

　久
寛

９

園
田

　義
彦

10

那
須

　富
重



地道な要望活動を今後も…

7 美郷町議会だより

議会トピックス

　６月議会よりタブレットを導
入し、議案審議を行いました。
議案や関係資料を電子データで
見る事により、ペーパーレス化
はもちろんのこと、該当箇所の

検索や関連する資料の閲覧なども可能になりま
した。
　各議員も積極的に勉強会に参加し、日々勉強
しています。

　６月 18日（火）は中央省庁への要望活動を
行い、道路についての現状や鳥獣被害の深刻さ
を伝え、早急な対策を要望しました。

《国土交通省》
１．地方道路財源の確保を図ること。
２．国道388号の整備促進を図ること。

《農林水産省・林野庁・環境省》
１．�鳥獣被害防止及び捕獲活動支援等の鳥獣被
害防止総合対策交付金予算を十分確保する
こと。

《林野庁》
１．�森林整備事業に必要な予算を十分に確保す
ること。

完成！

美郷町議会だよりは年４回発行しています。

①定例会終了後、各議員は
原稿の作成に取りかかりま
す。また、地域に出向いて
住民の方と話をし、写真撮
影も自分たちで行います。

②おおまかなレイ
アウトや記事の内
容などを広報部会
で検討します。

③広報部会で校正を
重ねます。議員の発
言については、部会
員で慎重に協議しま
す。

　５月 16日（木）、日向土木事務所への要望活
動を行いました。国道388号松瀬工区の事業化
決定や牛山工区の一部区間完成にお礼を述べ、
更なる事業推進について要望しました。
　土木事務所長からは要望箇所について細やか
な説明があり、議員からは道路の重要性につい
ての意見が述べられました。
《要望箇所》※道路関係のみ掲載
《国道388号》
１．舟方工区の整備促進
２．�門川町庭谷から美郷町北郷黒木間における
松瀬工区の整備促進

３．�美郷町南郷鬼神野新屋敷から椎葉村大河内
中山間の早期事業化

《国道446号》
１．�東郷町多武ノ木から児洗間の局部改良整備
の早期着手

《県道西都・南郷線》
１．�美郷町南郷上渡川門田橋から荒木谷橋間の
整備促進

２．�美郷町南郷神門仮屋からコテージ山霧間の
局部改良整備の早期着手

《県道宇納間・日之影線》
１．�美郷町北郷宇納間小原から日之影町中崎間
の1.5 車線的整備促進

タブレットを活用した議会活動を 国道整備や鳥獣被害の支援等を要望

議会だよりができるまで



町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　令和元年第２回定例会の一般質問は、６月10日、11日の２日間の日程で行われ、６名の議員が一般
質問を行いました。主な質問と答弁の内容は次の通りです。
　また、本会議でのやりとり（会議録）がホームページで閲覧できるようになりました！
一般質問もすべて見ることができますので、ぜひご覧下さい。（議会終了後、会議録の調製等
に３ヶ月程度かかりますので、あらかじめご了承下さい。）

議会を見にこんね！
議会傍聴アンケートより（抜粋）
・�日常の生活、町民としての問題、立場からどの議案も大変興味深いものでした。議員さんの準備、
回答者の町長よく勉強しておられます。人口問題に非常に関心があり、移住者、ＩターンＵター
ンをもっと考えていただきたいと思いました。（平成 31 年 3月議会）
・�高齢者からのお願いで、よりよい美郷町が続きますよう、よい政治をお願いします。（平成 30 年
12 月議会）

入場するには簡単な受付票を記入するだけ！どなたでも傍聴できます。出入りは自由です。ご都合
の付く時間にお越し下さい。議場は段差もなく、車いすの方も傍聴できます。
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美郷町の行政全般について
－機構改革や観光施策展開を問う－
質問　�今回の機構改革に関して、大筋では納得していただいていると

考えるが、町民から不満の声も聞く。きめ細やかな説明が必要
と考えるが、町長の考えを伺いたい。

町長　�不安の方が大きいのだろう。職員の教育に努めきめ細やかな対
応に努めさせる。消防初動に対応するため、職員を 2名程度それぞれに派遣したい。必要
があれば、座談会等も考えるが、医療座談会とは切り離して考えたい。

質問　美郷町の観光推進について、行政として今後どうしていきたいのかを伺いたい。
町長　�（一社）観光協会には、民間ならではの発想やフットワークを生かし「稼ぐ観光」「経済の

循環」を実現していただきたい。PＲしていきながら、観光客を町内に呼び込むための町
の努力、そういう環境の整備も必要になってくる。

質問　�南郷支所・北郷支所は空きスペースが多くもったいない。有効活用を図れないか伺いたい。
例えば、北郷の体育館を利用するような合宿誘致のための宿泊所等。

町長　�南郷の場合用事が、いっぺんに済むようにも考えるべきだろう。まだ様々なものが残って
いるので、それが整理でき次第、住民と話しながら進めたい。

質問　六次産業化への取り組み、現在の経過を伺いたい。弱点は加工の部分にあると思う。
町長　��海外輸出のチャンスもできてきた。積極的に取り組みたい。
　　　ロットの問題を解決できるように加工施設を集中させたい
質問　空き時間の活用で加工をしているので施設集中は難しい。
町長　関係者の意見も聞きながら考えていく。
※六次産業化とは
　農林業（１次産業）と製造業（２次産業）、小売業（３次産業）を組み合わせた新しい経営形態。

黒田　仁志��議員



医療体制のあり方はどうするか
①病院事業について
質問　�町の医療提供体制の在り方検討委員会より答申があり、結果あ

りきで拙速に進められているのではとも取れる方針が示されて
いるが、南郷診療所の在り方について町長の考えを伺う。

町長　�来年の４月までという時限的な問題であり、県医療薬務課等に
お願いして医師の派遣や定着医の確保を関係機関の協力を得て
やっていくしかない。確保が出来なければ無床化も考えざるをえないが、そうならないよ
うに公設民営化も含めて考えたい。

質問　�現状をみてみると、このまま人口減少が進行した場合、医師不足から診療所も無くなるの
ではとの心配もあるが如何か。

町長　�医師の地方勤務制度についても国会議員等にお願いする等、あらゆる角度から、そうなら
ないように努力して行かなければならない。

質問　�南郷診療所からストレッチャーで直接、ドクターヘリに運び込めるところにヘリポートが
必要と考えるが如何か。

町長　�近いところで用地があれば、検討の余地があるが、今のところは現在の場所が安全で一番
良い。

②防火・防災対策について
質問　�町内の住宅火災が相次いで発生しているが、各地区の消火設備の備えは十分であるか伺う。
町長　�充足していると考えるが、資機材の充実を含め、河川を利用した消火訓練が必要と考える。

不足があれば対処する。
③ふるさと納税について
質問　�ふるさと納税の制度改革が実施されるが今後の町の取り組みについて伺う。
町長　�昨年は４, ４５１万３千円の納税額であったが今年は町の返礼品を使って１億円を目標に

して頑張れといっている。
④機構再編について
質問　�機構改編後、町民の聞き取り等の情報収集はどのように行っているか、また再改編の予定

はないか伺う。
町長　�各課の課内会議に呼んで貰って、そこで出る話を聞いている。機構の再改編については考

えていない。

那須　富重��議員
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今後の町医療体制はどうなるのか
質問　�令和 2年 4月より南郷診療所については、無床化による外来患

者のみの診察業務という方向性が示されている。医師不足や医
師確保が困難な中ではあるが、あらゆる関係機関へ医師確保の
体制を一段と強化しながら無床化という事態は避けるべきであ
ると考える。又、病棟の利活用計画についても、財政的な事な
どを考慮し、慎重な対応が必要と思われる。

町長　�派遣医師等の確保が困難になってくる中、非常に難しい問題であるが、重要な課題である。
今後も派遣医師、定着医師の確保に向けて全力をあげながら、出来る限り無床化にならな
い様に最大限の努力は尽くしていきたい。施設の利活用について、検討はしていくが早急
にどうするとかの考えはない。

ー行政組織機構の再編についてー
質問　�本年４月より�南郷・北郷はそれぞれ地域課として再編をされたところであるが南郷では

健康福祉課の集約により介護等の申請で、困窮されている方々から苦情が寄せられている。
　　　�又、南郷地域課の職員も大幅に減となり火災等に対し住民から不安視する意見が多く聞か

れ早急な対応が必要と思われる。
町長　�地区住民の利便性も考慮しながら、地域課を保健センターに移す様な事なども考えていき

たい。火災等への初動体制としては職員の配置も含め検討をする。

園田　義彦��議員
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職員の接遇マニュアル化について
質問　�町長室にスリッパで入る職員はいないと思うが、出納検査時に

キャンプ場で使うような履物の職員を見かけた。衣服の乱れは
心の乱れ、心の乱れは仕事の乱れ、という言葉についてどう考
えるか伺う。

町長　�見た目が肝心だ。だらしない服装の職員がいること自体が情け
ない。

質問　�衣服、履物に関してバラツキを無くし、一定のレベルを保つことができる服装マニュアル
を作ることも考えてみる価値があると思うが伺う。

町長　�今後、不快感を与えるような職員がでるようであれば、マニュアルを作らざるを得ない。

山本　文男��議員

集落協定等の交付金事業について
質問　�地域・集落維持活動において、集落協定等の交付金事業は、最

大の財源である。前年度行われた県の抽出検査時の指摘事項の
詳細とその後の対応について伺う。

町長　�永年作物（金柑・栗）等を田に植栽した事により、田と畑の交
付金の差額が生じた。組合には、最長５カ年間で、返還を求める。

ー中山間地域の維持活動についてー
質問　�農道・作業道・農業用水等の維持・管理作業は、年々地元住民の負担が増している。耕作

意欲の低下に繋がり、放棄地・荒廃地の拡大が心配される。対応を伺う。
町長　�交付金を活用して対応して頂きたい。

ー森林環境譲与税についてー
質問　�平成３１年度美郷町施政方針において、農林業の振興に森林譲与税を活用し、対策に取り

組みたいと有る。具体的な計画を伺う。
町長　�本年度４，２００万円の森林譲与税が交付される予定、その後、１億４，０００万円くらい

が、毎年度交付される予定である。山元に還元される様、最大の政策を行う。
森林環境譲与税とは？…国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等を図るため、森林整備等に必要な地方財
源を安定的に確保する観点から、創設する。森林環境譲与税は平成３１年度から譲与され、使途は間伐や人材育成・
担い手確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進に関する費用。（総務省ＨＰより）

富井　裕瑞��議員

第一印象を決める要因
（メラビアンの法則）

「初頭効果」

見た目
（服装・表情）

55%

話し方
（言葉遣い）
38%

ことば
（話の内容）

7%

ポーランド出身の心理学者　ソロモン・
アッシュ氏提唱。「人は相手を第一印象
で認識する傾向がある。」という心理効
果。第一印象が悪いと後々の印象までの
悪くなってしまう傾向がある。



選挙公約について
質問　農業生産組織（農業法人など）の設立進捗状況について
町長　�ＪＡファームが取り組みが出来ないかＪＡ日向、ＪＡファーム、

農業改良普及センターなど関係機関と話し合っている。北郷地
域、西郷地域、南郷地域それぞれ地域毎に設立するか、今後検
討したい。

質問　�交通ネットワークの再整備（病院、買い物などの交通手段の確
保）についての考えを伺う。

町長　�コミュニティバスを有効に活用したい。週に２～３回、又、１日に 2回くらい回れないか
検討したい。

質問　�子育て環境の充実（補助制度などの見直し）についてどのような補助制度を考えているの
か伺う。

町長　�子育てについては、ある程度充実していると考えている。

美郷町の子育て支援策（以下は一部です）
出産祝い金
○第１子　　　　３０，０００円
○第２子　　　　３０，０００円
○第３子以降　１００，０００円
こども医療費助成
○小学校入学前
　３５０円 /月超えた分を助成
○小学校入学～中学校卒業
　1,000 円 / 月超えた分を助成
※１診療機関、診療科ごと

給食費助成� � � �
○給食費の３/４を助成（※８月を除く 11 ヶ月分）��
遠距離通園・通学補助� � � �
○�幼稚園・小学校・中学校に遠距離通学を必要とする児童
生徒の通学費を補助※スクールバス利用者は除く
高校就学支援� � � �
○通学費や寮費などを補助（10,000 円 / 人× 10 ヶ月）
公営塾「みさと未来塾」� � � �
○中学3年生を対象とした公営の学習塾。低料金で受講可能。

川村　嘉彦��議員
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田植えで世代間交流
富井裕瑞 議員

　議員となり１年の早さ、１日の
早さ、年のせいでしょうか。あっと
いう間に４年が過ぎてしまいま
す。大学ならすぐに卒業と言った
感じと同じです。休日はいろんな
所に呼ばれるか、他の行事が入り
曜日の感覚が無くなるときもあり
ます。しかし、充実した毎日と達成
感、自分に合った仕事だと思って
おります。残された２年間思い切
り自分なりに頑張り、褒美のビー
ルで乾杯。
　また新たな出会いも楽しみです。

御田祭にて

議員のひと言コーナー

甲斐秀徳 議員

傍聴は先着順となります。また、傍
聴席には限りがありますので、団体
で傍聴される場合は、事前にご連絡
ください。

定例会会期日程、一般質問通告
一覧を町ホームページに掲載
(※定例会開会日の概ね１週間
前)しておりますので、ご覧くだ
さい。

次の定例会は、

９月５日（木）開会予定です。

次回定例会のご案内

　限界集落に挑戦し、季節の花・レ
ンゲ・菜の花・紫陽花・ひまわり・彼
岸花・そば等を栽培し、交付金事業
を活用しながら、世代間交流を通
して、活力ある集落づくりに努め
ます。真っ向勝負・全力投球を心情
とし、元気１番・健康１番で、わか
りやすい町政を心がけ、議会活動
を行います。

宮崎県美郷町 検索
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る
よ
う
な
環
境
作

り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
操
法
大
会
に
向
け
て
の
忙
し
い
な

か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
一
致
団

結
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
取
材
　
園
田��

義
彦
）
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い
よ
い
よ
、
夏
到
来
で
す
が
、
水

田
の
苗
も
し
っ
か
り
と
根
づ
い
て
、

ス
ク
ス
ク
と
育
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
例
年
、
こ
の
時
期
は
五
十
鈴
川

や
小
丸
川
沿
い
の
国
道
脇
あ
ち
こ
ち

に
車
を
止
め
て
、
ア
ユ
の
友
釣
り
を

楽
し
む
人
で
賑
わ
う
の
で
す
が
、
最

近
、
少
し
事
情
が
違
っ
て
き
て
お

り
、
昨
年
、
今
年
と
車
を
見
か
け
な

い
よ
う
で
す
。
不
漁
が
原
因
の
よ
う

で
、
カ
ワ
ウ
対
策
に
つ
い
て
は
中
央

省
庁
要
望
活
動
の
中
で
も
、
鳥
獣
対

策
担
当
者
に
直
接
、
お
願
い
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
寂
し
く
も
あ
り
、
何

と
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
夏
は
御
田
祭
、
地
蔵
の
里

夏
祭
り
、
い
だ
ご
ろ
ま
つ
り
で
各

地
区
賑
わ
い
ま
す
。
帰
省
し
て
く

る
人
達
に
大
い
に
楽
し
ん
で
頂

き
、
美
郷
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

出
来
る
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
那
須
　
富
重

（
編
集
）

　
美
郷
町
議
会

　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
広
報
部
会���

部
会
長
…
…
園
田
　
義
彦

副
部
会
長
…
…
中
嶋
奈
良
雄

委
　
　
員
…
…
山
本
　
文
男

　
　
　
　
　
　
黒
田
　
仁
志

　
　
　
　
　
　
那
須
　
富
重

　�

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

甲
斐
　
秀
徳

＝�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

＝

美郷町議会だより

※この議会だよりは１部�28.7円でできています。

住民の一人として地域を守る消防団としてこれからも
美郷町の元気びと

日々の練習に余念がありません。

※この写真は、仕事の都合上、14名の方々です。


